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２ ０ ２ ６ 年 度  入 学 手 続 要 項 

 

帝京大学板橋キャンパス 大学院 

 

納入金の手続き完了者は、以下の入学手続を行ってください。なお、書類提出を完了しない者は、入学の意思がないも

のとみなし、入学許可を取り消します。なお、一旦受理した書類および納入金はいかなる理由があっても返還いたしませ

ん。ただし、後述の入学辞退手続を完了した場合には入学金を除く金額を返還します。 

 

１．提出書類 

（１）誓約書（全研究科・プログラム）・確認書（医学研究科のみ） 

① 新入生サイトより誓約書および確認書をＡ４サイズで印刷してください。 

② 文字はすべて楷書で記入してください。また、必ず自筆で署名してください。 

③ 住所はアパート・マンション名、部屋番号も略さず記入してください。 

④ 保証人が入学者と同姓の場合、押印には必ず異なる印鑑を用いてください。 

   

（２）その他提出書類 

 卒業（修了）見込みの方は、卒業（修了）証明書を２０２６年３月３１日（火）までに 【４.提出先】までご

提出ください。また、２０２６年４月に免許取得見込の方は、免許証が届き次第、コピーを提出してください。 

※本学医学部附属病院外での初期臨床研修を修了する方は、臨床研修証明書を２０２６年３月３１日（火）まで

に【４.提出先】までご提出ください。（医学研究科のみ） 

※在学中に旧姓を使用したい方は、必ず入学前にお申し出ください。 

 

（３）提出方法 

① 新入生サイトより宛名シートをＡ４サイズで印刷してください。 

② 必要事項を記入し、各自が用意した封筒（角２号）に貼り付けて、書類を【４.提出先】に郵送してください。 

  

（４）提出期限 

医学研究科・薬学研究科・医療技術学研究科・ 

医療データサイエンスプログラム 
提出締切日 

Ⅰ期（修士）・第１回（博士） 合格者 ２０２５年１２月１６日（火） 

Ⅱ期（修士）・第２回（博士） 合格者 ２０２６年３月３１日（火） 

 

公衆衛生学研究科 提出締切日 

Ⅰ期（専門職学位）・第１回（博士） 合格者 ２０２５年１０月１７日（金） 

Ⅱ期（専門職学位）・第２回（博士） 合格者 ２０２５年１２月１６日（火） 

Ⅲ期（専門職学位）・第３回（博士） 合格者 ２０２６年２月６日（金） 

Ⅳ期（専門職学位）・第４回（博士） 合格者 ２０２６年３月３１日（火） 
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２．教育訓練給付制度（一般教育訓練・専門実践教育訓練）について（医療技術学研究科、公衆衛生学研究科のみ） 

医療技術学研究科看護学専攻博士前期課程、診療放射線学専攻博士前期課程、公衆衛生学研究科公衆衛生学専攻

専門職学位課程（２年コース）は、長期履修者を除き、教育訓練給付制度の講座指定を受けております。 

支給対象者の条件や申請方法等については、新入生サイトより「一般教育訓練の給付金のご案内（医療技術学研

究科）」「専門実践教育訓練の給付金のご案内（公衆衛生学研究科）」をご確認ください。 

 

３．入学辞退 

① 納入金の手続き完了後に、入学辞退を希望する方は、２０２６年３月３１日（火）１６：００までにイ 

ンターネット出願サイトのマイページへログインし、マイページメニューの「入学手続き申込一覧」の 

「辞退手続き」より入学辞退の手続きを行ってください。 

② 後日、本学より送付される「入学辞退届」に必要事項を記入し、返送してください。返送された書類を 

確認後、入学金を除く金額を返還いたします。 

※ 資格取得見込の方で、資格を得られなかった場合も、上記の辞退手続きを行なってください。入学許可を取消

し、入学金を除く金額を返還いたします。 

※ 上記期限を過ぎての辞退申し出については、納入金を返還しません。 

 

４．提出先     

帝京大学板橋キャンパス事務部 教務課大学院係   

〒１７３－８６０５ 東京都板橋区加賀２－１１－１ Mail：gakui@teikyo-u.ac.jp 

 

５．入学式・ガイダンス・健康診断について 

   入学式の案内は、新入生サイトよりご確認ください。 

ガイダンス・健康診断のお知らせは、３月中に新入生サイトへアップロードする予定です。 

 

６．推奨パソコン、ネットワーク環境のご案内 

ノートパソコンは、入学直後から学生生活に必須です。自宅または学内LANから、インターネットでLMS（Learning  

Management System）にアクセスし、講義資料のダウンロード、課題提出などを行います。また、講義日程確認、各種 

連絡はCampus Squareというシステムを通して行なわれます。加えて、文書、プレゼンテーション資料の作成、統計解 

析ソフトウェアでのデータ解析を行いますので、タイピングができるノートパソコンが適当です。推奨するスペック 

は別紙「推奨パソコン、ネットワーク環境のご案内」をご確認ください。 


